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わす か 35 年 の 計 涯 に 626 も の 楽 昌 を 書き 残し た 音楽 史上 た だ 一 人 の 天才 モー ツァ ルト 。
條 の 意外 な 素顔 と 謎 に 選 ま れ た 死 の 真相 を 、 そ の 才能 に 長 始 し 狂気 へ と 駆り立て られ て いく 党 延 音楽 家 サ リエ リ が 語り 始め る 一 一 。

]』 ア マデ ウス デイ ィ イレ クタ ー ズ ・ カ ッ ト 」』 は 、 数々 の 賞 に 輝く 不朽 の 名 作 『 ア マデ ウス 』 に 20

分 の 新た な 映像 を 加え て モー ツァ ルト の 人 間 像 を より 深く 描く こと に 成功 、。 さ ら に は 、 半 大

な オペ フラ フ 「 フ ィ イガ ロ の 結婚 」「 ド ン ・ ジ ど ジョヴァンニ 」 「 魔 笛 」 や 、 繊 細 な ピアノ 協奏 曲 、 死 の 直

有 前 まで 作曲 され て いた 「 レ クイ エム 」 等 々 、 全 編 に ちり ば め ら れ た モー ツァ ルト の 曲 が 最 新 の
デジ ンジ タル ・ サ ウン ド で よみがえっ た 。

ロン ドン 、 ブ プ ブロードウェイ の 大 ヒッ ト 舞 台 劇 を 映画 化し た の は 、『 カ ッ コ ー の 巣 の 上 で 』、『 ラ

リー・ フ リン ト 』、『 マ ン ・ オ ン ・ ザ ・ ム ー ン 」 な ど 感 動作 を 発表 し 続け て いる 名 匠 ミロ シュ ・

フォ アマ ン 。 映画 化 に あたっ て は トニ ー 洛 受 賞 の 原作 者 ピー ター・ シ ェ フ ァ ー が 自ら 脚色 を
担当 し 、 舞 台 か ら 映 像 へ と 無限 の 空間 を 広げ 、 よ り 華 訪 な 作品 に 仕上 が っ て いる 。

キャ スト に は 、 物 語 の 語り 手 で あり 天才 へ の 感嘆 と 憎  を 合わ せ 持 つ サ リエ リ 役 に 『 小 読

家 を 見 つけ た ら 』 の F・ マ ー リ ー・ エ イブ ラ ハ ム 。 そ し て トム ・ ハ ルス が 天衣無縫 の 和 無 邊 セ 気 な

大 才 と いう 新しい モー ツァ ルト 像 を 作り 上 げ 強 烈 な 印象 を 与え て いる 。

撮影 は チェ コ の 首都 で ある 古都 プラ ハ に 18 世 紀 の ウ ィ ー ン が 完璧 に 再現 され 、 モ ー ツ ァ ル

ト 時代 の 有 ー 場 や 宮殿 な ど 映 画 史 上 か つて な い ほ ど 愛 華 で 貫 重 な 美術 は 必見 で ある 。 さら に 衣
冬 や カツ フラ 、 宮 廷 の マナ ー な ど 、 す べべ て に お いて 時 代 考 証 に 基づい た 本 物 で ある こと が 最 重

介さ れ た 。 また 、 現 代 に お いて モー ツァ ルト 音楽 に 最も 造語 が 深い と いわ れ て いる サー・ ネ ビ

ノル レ ・ マ リナ ー が 音楽 監督 と し て 参加 し 、 ア カ デ ミ ー 室 内 管弦 楽団 を 指揮 し て いる 。

今 邊 、 テ チ テアトル タイ ムズ スク エア に て 成 動 の ロー ド シ ョ ー!il
特別 氏 賞 券 \1.500 (税込 ) ー コト 用 mmmm 伸和 格 田 ロフ ト B1
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w*オリ ジ ナ ル ボ スト カー ドブ プレ ゼン ト ( 先 着 限 定 )ここ ) ヽ
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定 周 制 ・ 人 替 制 rc *※ 開場 及び 人 人 夫 時 に は ご 来場 順 に ご いた し ます 。
また 海 雑 時 に は 人 替 制 整理 券 配布 する 場合 が ご ざい ます 。
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